20121209　1部礼拝
よいものをもっていても(ルカ16:14-18)
　イエス様が弟子たちに向かって、富と神様、同時に仕えるということはありえないことであるとおっしゃいました。と言いますのは、「私たちが仕えるべきものは神様ご自身であり、その他のすべてのものはそのための道具としてはっきりと位置づけしなければいけません」と言う話をしていたときに、聖書を見ますとパリサイ人たちがそのお話を聞いてお金がとても好きな人たちだったので、イエスさまのことをあざ笑っていたと書いてあります。そのときにそのパリサイ人に向かってイエスさまがおっしゃいました。「あなたがたは人の前で自分を正しいとする人たちである」と。人の前で自分を正しいとするのは他の人より自分は偉い、他の人と比べたときに自分はしっかりやっていますという意味でしょう。それは自己義ともいえるものだし、それらによってどのように現すかは別にして、他の人と比べて優越感などを持っていたと思います。それに対して「そんなあなたがたは神の前では憎まれて神様に嫌われる者なのだ」とおっしゃいました。自分は大丈夫だ。自分は恵まれている。自分は今良い条件がそろっている。たぶん、そのような考え方、感覚だったと思います。確かに今イエスさまに従っている弟子たち、その群れを見ると、パリサイ人たちが見たときには一番下っ端の人ばかり、社会から罪人と言われるような汚い人ばかり、弱々しい存在ばかりがそこに集まっていました。だから、普通に考えると別に悪い思いではなく、世の中ではそのように考えるのもありかもしれません。そんな状況を踏まえて聖書を見なければいけません。でも、それに対して神様は憎まれ、神様に嫌われるというのはどのような意味なのでしょうか。
そこでイエスさまはこのように話を続けていらっしゃいます。律法と預言者はヨハネまでです。たぶん、律法を基準にして、また預言者、旧約の内容を基準にしてみたときに、今イエスさまに従っている人たちは捨てられた人、衰えている人、それに比べて私たちは恵まれている者、進んでいる者と言う感覚だったと思います。それはヨハネまでです。それ以来、神の国の福音は宣べ伝えられ、だれもかれも無理にでもこれに入ろうとしています。時代は変わりました。神の国の福音が宣べ伝えられ、だれでも偉い、偉くない関係なく無理にでも神の国に入ろうとし、神の国に入るというのが今の時代のテーマです。だれが偉いかどうか、そのようなことではありません。律法と預言者はヨハネまでです。「それ以来」とイエスさまは今、言葉を言及していらっしゃらないのですが、イエス・キリストが来られてから、イエスさまがこの世に来られてからという意味で、そのときから神の国が始まり、神の国の福音が宣べ伝えられたので、「時代は違う。時代のテーマ、フォーカスはその神の国に入るかどうかなのだ」とおっしゃりながら、皆が無理にでもテーマはそれしかないので、富があるか貧しいか、あるいは名誉あるものなのかどうか、社会的に成功したのか出世したのか、あるいは下っ端をくぐっているものなのかがテーマではなく、神の国が始まったので、福音が宣べ伝えられるようになったので、イエスが来たのだから神の国に入るのかどうかが最大の焦点であり、ニュースであり、テーマです。今はそのような時代です。あなたがたは古臭いです。あなたがたは勘違いしているのではないかというお話です。17節を見ると「しかし律法の一画が落ちるよりも、天地の滅びるほうがやさしいのです」とあります。これはどういう意味ですか。天国が、神の国が始まっているのに、そこに無理にでも入るべきなのに入ろうとしないものは、理由がどうであれ、特に今日の聖書を見るとパリサイ人のように自分で大丈夫だと勘違いし、自分はあの人たちと比べたらずっと恵まれて、ずっと善良な人で、ずっと礼儀正しい人だと思って神の国に入ろうとしていない者は、律法の一点一画も変わらないので律法による裁きの対象です。そこから逃れることはできません。神の国に入った者は律法ののろいや裁きから完全に自由だけれども、そうでない限りは天国が始まって、天国の祝福が目の前に来ているにも関わらず、そこに入らないものは一点一画も旧約ののろいのまま、律法ののろい裁きのままなのです。それを一つ例えて例を取り上げたのが、離婚した人と結婚すると…という話です。これは離婚した人と結婚するのはだめですという意味ではありません。すべて律法の罪に当たるものになり、そこから逃れることができない、だれ一人として世の中の人は律法の罪、律法による裁きから逃れることができる者は存在しませんという意味です。だから、神の国が来たのではないか。だから、福音が宣べ伝えられて、だれでもイエスを信じる者は神の国に入ることができ、そのすべての裁きとのろいから解放される時代が始まっているのに、あなたがたはあざ笑っているのです。理由は何でしょうか。自分は正しい。自分は大丈夫だ。その基準を他の人と比べたときにそうだということです。

それでイエスさまはそのようなパリサイ人に向かってそのお話をしながら、今日は読んでいませんがとても有名なたとえ話を話されました。19節から最後までです。金持ちと乞食ラザロのお話です。皆さん、よく聞いてよくご存知だと思います。そのたとえ話が今のこのお話の流れの中で話されていたことを覚えていただきたいと思います。ある町にものすごい大金持ちがいました。どれくらい金持ちなのかと言うと毎日、宴会を開いてお金を使っても、使ってもお金が減らないくらいです。もう財閥に当たるものではないでしょうか。それから、全身おできができ、何か皮膚がんみたいなものを患いながら物乞いをしてその金持ちの家から落とされるものでお腹を満たしているラザロと言う人間がいました。これは実際にあった話と言うよりは、たとえ話です。なぜこの二人をたとえ話の主人公として取り上げたのかというと、これが対極構造です。人間として最悪の条件と最高の条件のものを取り上げました。それで、この金持ちが金を持っているので遊びつつ楽しく過ごしながら、宴会を開いて過ごしていました。その人がそうしながらも心の内側に病を抱えていたとかは書いてありません。たぶん、そのようなことがあったかもしれません。でも、今日たとえ話で言いたいのはそのような話ではなく、とにかく、人間的に最高によいものすべてを揃えている金持ちがいたとしましょう。その対極構造として最悪の状況、物乞いをしながら、乞食の人生を送りながら、しかも全身おでき、皮膚がんみたいな病気を患っている人間がいたとしましょう。それで、そんな生活がずっと続いて、途中で逆転してニュースになったりということもありません。楽しく過ごして金持ちも死んで、ラザロもこのままの状態がずっと続いて死んだとしましょう。そのあと、ラザロいう人は天国でアブラハムの懐に抱かれていて、この金持ちも死んで行ってみると地獄でした。そこはどういうところなのかというと、とにかく、のどが渇いて渇いて死にそうなのに死ぬこともできません。それで金持ちが上を見ると、天国でアブラハムの懐にラザロがいます。世の中にいるときに自分の玄関の方で物乞いをしながら「本当にかわいそうだね。不幸な人生だね。何なのかあの人は」と思いながら、自分はそれに比べると「良かったな。いいな」と思いながら暮らしていた金持ちから見ると、ラザロが今幸せになっているのです。それで、「アブラハムよ。ラザロの指に水一滴をつけて私の口を冷やしてください。のどが渇いて死にそうです」と言いました。そのときアブラハムが言いました。「あなたは世の中にいるときに良い思いをしたでしょう。そこはラザロがあなたのところに行くことも、あなたが来ることもできない。水一滴にあたる神様の慈愛などもないところです。そこは地獄です」。すると、その金持ちがアブラハムにお願いします。「アブラハムさま。今、世にはまだ生きている兄弟が何人かいますが私と同じです。その家系が金持ちだったのかどうかわかりませんが、皆、金持ちで裕福に暮らしているのですがこちらの地獄に来るとも知らないで今暮らしています。こちらに来てはいけないのでラザロをまた世に送ってはっきり話をするようにしてください。そうするとびっくりして皆、ラザロのようにアブラハムの懐に行くようになるでしょう」。すると、アブラハムが言いました。「それはいらない。彼らには世の中に伝道者、つまり、預言者がいます。天国の祝福のお話を伝える人々がいます。彼らのお話を聞けば、それを信じればいいのですが、もしそれを聞いても拒否するのであれば、ラザロが生き返ったとしても彼らはだめだ。信じることはない」というたとえ話をされました。このたとえ話のポイントは何でしょうか。対極構造を持っていて、皆恵まれているので、良いものを持っているので、名誉を抱え人に認められているから、他の人より健康だから、金持ちだから、優秀だから、才能あるから、美人、ハンサムだからといういろいろな理由を取り上げて、それらの最高の条件を揃えているものであったにもかかわらず、だからといって彼が幸せと言えるのかという質問です。それで良いと言えるのか。ラザロのように乞食でこんな最悪の状況を生き貧しいのが良いという意味ではありません。このパリサイ人が考えているように、今も世の中の人々がこれっぽっちも疑わないで信じ込んでいるように、世の中にある良いものがそろっていればそれで成功であり、それで幸せと思っているのですが、本当にそうなのかと問いかけていらっしゃいます。本当にそうなのかと。そうではないでしょう。ラザロのように貧しいと良かったという意味ではありません。今、ラザロと金持ちが分かれるようになったポイントは、ラザロはアブラハムの懐に今抱かれています。アブラハムが登場します。ポイントはそれです。ラザロは最悪の状況です。だから、皆これ以上の不幸はないだろうと思うような、かわいそうに思われていた人、人生だったにもかかわらず、ラザロは神の恵みによってアブラハムの懐、アブラハムとはイエス・キリストを信じるということです。幸いイエス・キリストを信じて天国に無理にでも入った者です。それに比べて金持ちは「私は今幸せだ。私は今で十分なのだから、もうこれ以上何があるのだろう」と勘違いし、自分が持っている世の中にある人間的なもの、世的な良いものいっぱい持っていたがゆえに神様はいらないとなりました。イエス・キリストを信じるのはばかばかしいと思っていました。その結果です。それが違いです。金持ちがだめで貧しい者はよいという変な話ではありません。できれば皆さんはより優秀な方になり、より礼儀正しく健康に、金持ちになってお金もたくさん稼いで成功していただきたいと思います。しかし、はっきりしておかないといけないのは、それが幸せでしょうか。それで人生成功なのだからそれを追い求めて、そのような思いで生きていらっしゃるのでしょうか。それは違うでしょうという話です。私より成功するのと、それを目指して頑張るのと、それが幸せだから頑張ることとは違うのです。暖かい家族に恵まれ生まれ育つと幸せで、家族がむちゃくちゃな関係で生まれた者は不幸だとだれが言いきれるのでしょうか。それで幸せと思っている限りは幸せなのだから本物の幸せはいらないでしょう。ここに天国があります。ここに神の国が来たのだから本当の幸せはここにあるのだからイエスを信じなさいという話はあざ笑うようになります。「ふん。イエスを信じる？信じる者を見ると皆、馬鹿らしい者ばかりだ」と。初代教会もそうだったし、最初はそうでした。だから、あざ笑っているのです。「イエスというのは元々、人間的に世的にだめな人間、どうしようもない人間たちがすがる思いで信じるもので、私たちのようなものは違う。もう成功していて礼儀正しいし、律法をしっかり守っているし、お金はあるし、社会的な身分はあるし、伝統もあるから大丈夫だ」と思っていた人は神様に嫌われるよという話です。世の中の人々、残念ながらクリスチャンの方々も勘違いしています。この勘違いはなかなか抜けません。地震M7.5くらいでは皆気づきません。M10.5じゃないと気づかないでしょうか。皆勘違いしています。世の中にあるもので人間が幸せになれると勘違いしています。今日ここに出ているのは富、金が代表的なものなのでそれが出ていますが、金をはじめ世の中にあるものはいっぱいあります。健康、人の愛情、よい人間関係、社会的地位、学歴学識、様々なものがあります。べつに良いものを悪いと言うつもりはありません。でも、その世の中にあるもので本当に人は幸せになれるのでしょうか。そのように勘違いしているから、多くの人が世にある良いと思われているものをもって、それを基準にして天秤にかけます。幸せだ。不幸だ。良い悪いというように。今パリサイ人たちがあざ笑っていたかのように。そして、人々は世の中にある良いもの、それが形あるものであれ無いものであれ、その良いものを追い求めて追及するようになります。なぜでしょう。幸せになるためです。それが親から譲り受けたものなのか、自分で頑張って手に入れたのかはともかく、世の中にある良いものを自分のものに所有したときにどのように勘違いするかと言うと、神様はいらないとなることです。つまり、この勘違いによって人はその良心が麻痺してしまうのです。神に対して麻痺してしまいます。「良いものを持っているから、私は罪を犯さないで法律をきちんと守ってまじめに生きているのだから、それは結構です。だから、そうでない人は神様が要るかもしれないが私はそういう人間だから」と。結果はどこに行くかと言うと「それで大丈夫だから、神様は要らない、神様の助けと他に幸せなど要らない」という勘違いの方に走ります。それが自分が正しいと思っていることです。大丈夫だと思うのです。本当に大丈夫でしょうか。それでたとえ話があるのです。大丈夫だと思うような、それ以上ないような条件を持っている金持ちがどうなったのかという話をしています。麻痺によって結局、良いものが悪いわけではありませんが、世にある素晴らしい良いものを持っているがゆえに滅びるのです。そのようなことを考えたことがありますか。私たちは吟味することなく、とにかく良いものを手に入れなきゃと、名誉も富も学歴もとなぜそれほど手に入れようと必死に頑張っているのでしょうか。そうではないと幸せにならないからでしょう。だから、それが手に入ったとすれば幸せになってこれでもうおしまいではないでしょうか。神様など飛んで行ってしまうのではないでしょうか。だから、滅びるのです。よく聞いていてください。良いものを悪いと言うわけではありません。ある意味、このようにイエスさまはたとえ話、今日のメッセージをとおして私たちに語っていらっしゃいます。世にあるもの、それがどんなに良いもの、どんなにすごいものであってもそれは人生の答えでも人生の幸せでもありません。それは比べたときに良い悪いだけのものであって幸せと関係しているもの、人生の答えになるようなものではない。つまり、言葉を変えますと世のあるよいものの中で絶対的に良いというものは存在しません。そのような話です。もっとクリスチャンの立場から申し上げると良いものは別に悪いわけではありません。だから、さっき申し上げましたように皆さんにもお願いします。できる限り病気をしないで健康にいてください。できる限り貧しい貧乏ではなく金持ちとして、できる限り下をくぐる人間ではなくトップに立っていただきたいと思います。それを悪いというわけではありません。でも、クリスチャンは別の次元です。それが幸せの基準だからではありません。そこに人生の答えがあるからでもありません。そういう意味で、そういったものは包装紙のようなものです。包装紙は外側を包むものであって、包装紙が格好良いから中身が変わるわけではありません。これらを世の中の人、人間は勘違いしています。包装紙が違えば、包装紙が変われば中身も変わると思うのです。だから、パリサイ人たちは今イエスさまの周りにいる人々を見たときに、普段から彼らは社会から捨てられた者、陰に隠れている者、無視されている者、宗教的に言いますと神に捨てられてのろわれたからあのようになったのだと思うような者でした。それに比べて私たちパリサイ人、宗教の指導者たちは良いものをいっぱい持っているから、神に恵まれている者、大丈夫な人間という考え方でしょう。包装紙が違うことによって中身も違うと勘違いするから、その勘違いが人間にとって必要な本当の本物の幸せがあるのに、それを見ることができないように邪魔をします。天の御国に入ることが幸せなのに、天の御国に入ろうとしません。あざ笑うようになります。現場で伝道をしてみるとそのような経験をたくさんします。社会的に優秀で何の不自由もない、中身がどうなのかよくわからなくても、それらを取り上げて「私は結構です」「幸せですか」「私は幸せです」「何が幸せですか」「子どももよく成長しているし、皆元気だし、旦那さんも浮気をしていません」などとこういうことを幸せだと思っていて、問題は今礼拝を捧げている皆さんの顔を見ていても、皆さんもそれが幸せだと思っているでしょう。それが満たされていないので礼拝に来て「神様。その幸せをちょうだい」と祈ります。もしそれが与えられればどうしますか。もう神様の事務は終わったので要らないですよね。そういうつもりで今教会に通って信仰生活をしていらっしゃるのでしょうか。世の中のものは。そして、それを利用するサタンはどれほど巧妙なのかと言いますと、よいものを持って滅びるようにします。良いから逆に滅びるのです。勘違いするのです。絶対的に良いものはありません。世の中にある良いものは、それで幸せでも正解でも答えでもありません。私たちがそのような良いものを手に入れるというのは次元が違います。パウロのようにそういったものが全部そろっていたにもかかわらず、それを捨てるわけではないのですが、ただパウロの中ではちりあくたくらいにしかなりません。それが幸せの基準ではありません。なぜでしょうか。天の御国。天国の祝福がわかっていたので。人々はこのような勘違いをしていますが、もう一度このイエスさまのお話をとおして私たちに語っていらっしゃるメッセージは世にある良いも、どんなに良いものでもそれでは絶対に変えることができない地獄の運命の力に捕らわれているということです。すべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができない。その罪のゆえにエペソ2章1節を見ると自分の罪と罪過の中に死んでいた者であって、たましいも人生そのものも死んでいます。その結果、エペソ2章3節にあるように、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて、世の中を生きているときに残念ながらヨハネ８章44節に書いてあるように、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者であると言われる身分になって運命の中を歩き、最後はヘブル9章27節に書いてあるように、人間には一度死ぬことと死後には裁きを受けることが定まっていて、そのあとは地獄へ行くしかないのです。この地獄に行く地獄の運命の勢力から私たちを引き上げることは世の中にあるどんなに良いものでもこれっぽっちもできません。イエスさまは今そのような極端なたとえ話をとおしてそのメッセージを語っていらっしゃいます。

それから、そういう意味で世の中にある素晴らしいもの、立派なもの、優れたもの、どんなにすごいものでもそれが神様の代わりにはなりません。つまり、それがあるからといって神様と出会って神のいのちをいただいて神の祝福に預かる、そういうこととは関係ありません。そのお話をしています。だから、それで幸せと言えるでしょうか。少し世の中にある良いものを自分で所有していたからといって、こういったことをあざ笑うというのは神様に嫌われ憎まれます。「神様はいらない」と言うようになりますので。
それから、聖書にこの言葉はありませんが私たちははっきりとわかっています。実際にこの金持ちが地獄に陥る運命を変えられなかったということもありますが、生きている間にもすべて良いものを所有しても絶対に所有できないものがあります。それは真の幸せです。真の幸せは世にあるものでは手に入れることはできない、と同時に真の安らぎもこの人は一度も所有したことがありません。そして、真の希望がありません。お金があってもなくても関係なく持てる希望と言うものがあります。奪われることのない、消えることのない真の希望と言うものがありますが、この金持ちは、つまり、パリサイ人たちは絶対に世の中にある良いものをすべてそろっていても真の希望は所有することはありませんでした。どちらがかわいそうでしょうか。どちらが幸せでしょうか。もう一度言います。私たちはメッセージをよく吟味して聞かない癖がありますので、金持ちは悪くて貧しいものは良いとか、世においては金持ちは金持ちで裕福に暮らし、貧しい人はだめだったので天国に行ったときには逆転されるとか、そういった宗教的な話ではありません。アブラハムの懐に抱かれたラザロはこの地獄の運命、それから、神と出会う祝福、そして、真の幸せと安らぎと希望を持つことができる唯一の道、イエス・キリストを信じた者です。逆に言いますと、金持ちは金があるからイエス・キリストを信じることをあざ笑っていたとすれば、ラザロのように下っ端をくぐるということがよいとは言えないのですが逆にそうだったからこそ無理にでも、「ダビデの子、イエスよ。私を憐れんでください」という気持ちになってイエスにすがり、イエスを信じ、イエスの御名を呼んだのではないでしょうか。ですから、逆に良かったのです。こんなに全身皮膚がんにかかってよかったのです。あなたは金持ちではなくて良かったということです。金持ちが悪いでしょうか。金持ちの中で金がちりあくたのようなものだとわかって、イエス・キリストを唯一の救い主、地獄の運命から解放される、神様と出会って神の真の幸せと祝福に預かる唯一の道だと信じて受け入れればそちらの方がずっとよいでしょうが、だいたいそうではありません。今、パリサイ人はだいたいそうです。イエス・キリストだけが道です。イエス・キリストが神様の国であり、神の国に入る道です。今日、聖書が私たちに語っているのは、世の中にあるよいもの、素晴らしいもの、感動的なもののゆえにイエスを見ることができなければ、イエスを見ることを拒否するのであれば、それが不幸だということです。世の中にある素晴らしいもの、よいもの全部を失うことがあっても、それによってイエスが見えてきてイエスを信じる信仰が芽生えてくるようになればそちらの方が幸せです。なぜかというとイエス以外には天国に入ることができない、イエス以外には神の国に入ることができないからです。パリサイ人はこの話を聞いても受け入れません。逆に怒るだけです。だんだんイエスさまのことを殺そうと決心するようになります。今日、イエスさまはとてもとても大切なことをおっしゃいました。勘違いについておっしゃいました。世の中にある勘違い、それが残念ながらクリスチャンの私たちも勘違いしています。だから、イエスさまは弟子たちに向かって先におっしゃいました。富と神様と同時に混乱するというのはありえません。その富は神に仕えるためにあるものです。所有が問題ではなく、どこにどのように使うかというのが知恵です。そういうお話をしていらっしゃいました。何が幸せでしょうか。皆さんは何を追い求めていらっしゃるでしょうか。また何によって幸せを感じて、また不幸だと思っているのでしょうか。何にもがいていらっしゃるのでしょうか。よくよく考えてみてください。もしかしたら、そうしなくてもよいのに勘違いがあるがゆえにそうしていることではないでしょうか。それをイエスさまは今私たちに問いかけていらっしゃいます。逆に安定しているから、他の人より私はまじめなのだから、優秀なのだから、法律をしっかり守っているのだから、ルールを破ることがないのだからといってキリストの必要性、神の憐みと恵みの感謝などから遠ざかっていることではないでしょうか。それはだまされることです。世の中の良いものは良いものではありません。絶対的に良いと言い切れるものはありません。逆に油断すると世の中にある良いもの、それが良いから逆に私たちをだめにしてしまう可能性があります。キリストを逃してはいけません。キリストから遠ざかっていてはいけません。どんな理由があろうが切実にキリスト、切実に神様の恵み、神の導きを必要としないといけません。それでもキリスト、だからキリスト、結局キリストでないといけません。皆、普段安定していたときにはそういう切実な思いがないので、神様は緊張させるようなことをよく起こすのです。神様にそういうことを起こさせないようにしないといけません。いつも普段から世の中にある良いものをもっていてもそれをちりあくたのように思うような、それでいつもキリストに向かって、霊的な永遠に変わらないものに向かってデリケートになり緊張していないといけません。私たちはその分別ができていて、それで信仰の道を歩むようになりました。対極構造ということを忘れないでください。イエスさまを信じるとラザロのように貧しく生きる、そういう話ではありません。たとえ最悪の状況でもイエスを信じた方が幸せでしょう。世の中にあるダイヤモンドを全部集め自分のものになったからと言って、それでイエスを拒否することよりは命を奪われてでも癌にかかったとしても財産を全部奪われるからといって、奪われるからイエスを信じるわけではありません。それによって人生が何なのかわかって切実に神の恵みを求めてイエス・キリストの方に、天国に無理にでも「地上のものにはありません。神様以外にはいらっしゃいません。神の恵みの他にはありません。天の御国以外にはありません」というようになったほうが幸せです。ぜひこのことを私たちの中で入れ替え吟味していただきたいと思います。

それならば、これから皆さんは1週間どころかずっと一生、世の中にあるもので幸せを見つけて求めるのではなく、実際に神の前に立って福音の中から幸せを見つけてください。そして、福音の中からその幸せを感じ、幸せであっていただきたいと思います。世の中にあるものがどう変わろうとしても。そして、その基準を持って人間的な、世的な様々な条件などによる優越感、逆に劣等感などを吹っ飛ばしてそれに捕らわれない、そこから解放されているクリスチャンになってください。私たちはついついそういうもので見てしまいます。人と比べたり比較するというのはクリスチャンとしてはある意味恥ずかしいことです。条件による優越感、劣等感とはさようならをしましょう。いつもそのようなことで余計な葛藤などを覚えて神の祝福などを逃しているのではないでしょうか。逆にその条件などにこだわらないで、かまわないぐらいになって、私の視線が天の御国の祝福、天から与えられた祝福に集中して、そして、それを味わう祈りの方に進むようにしましょう。なぜ私はこんな体なのか。なぜあの人はハンサムで私はこんなブスなのか。そういったことにこだわらないでオンリー聖霊が臨まれると力を受けます。天にある霊的な祝福、私が神の子どもで、パリサイ人は真似できない祝福がありますので、天にある祝福、天から与えられている祝福、聖霊がともにおられ、私たちが王であり祭司として呼ばれる者であり、神の力が必ず現れますのでそういった祝福を味わう祈りの方に行ってください。心配しないで、悩まないで、何かと比べたり比較したりしないで、また過去を引きずってトラウマを抱えて何かの傷でもがいたりしないでください。貧しい家庭で育った人はそれなりの傷があり、また裕福な家庭で生まれたものはそれなりの傷があり形があります。それら全部打ち破って私たちはそういうことによって私たちの幸せを左右するものではないし、私たちを優越感、劣等感の方に持ち運ぶ力のあるものではありません。それが今日のメッセージです。ですから、左右されないで天からの祝福を味わう祈りの方に進んで行くようにしましょう。その都度、その都度。
最後に今まで皆さんの心によくないと刻まれている過去を含めて、「他の人は裕福な家庭に生まれ家庭教師をつけて勉強して大学に行ったのに私はお金がなくて大学に入れなかった。くやしい。だから自分は不幸な人間だ」というような思いがあるでしょう。そういったことがいろいろあるでしょう。ときには障害を持って生まれた場合もあるし、途中で障害者になる場合もあるし、また兄弟の中である兄弟はミス・ジャパンになれるような人で、それに比べ私は見向きもされないような顔で、とても言葉では表せないほどの劣等感、嫉妬などを持って生きてきたかもしれません。クリスチャンになったのでそれを処理しましょう。それを逆に感謝しましょう。なぜでしょうか。それがつまり、包装紙が汚くて包装紙が全部破れたことによって、人生の真実を見ることができたので、「なるほど。そうではなくイエスしかない。イエスさまが必要です」と天の御国に無理にでも入るメンバーになったきっかけなので感謝しましょう。皆さんにあるたとえば、ラザロのような世的に人間的に考えたときに悪い状況、あまりよくない様々なこと、それが見えるもの見えないものいろいろあるでしょうが、それは全部、それ自体が幸、不幸を分けるようなものではなく、人生が何なのか、人間とは何なのか、真実を見てもらうために神様が人が勘違いしている美しい包装紙を全部破られたのです。だから、「神様。私はこれが悪いという暗い思い、傷、否定的なものばかりを持っていたのですが許してください。それを捨てます。神様感謝します。ありがとうございます。私をそんなめちゃくちゃな家庭に生まれさせ感謝します。私に障害を与えられ感謝します。私がこれほど大きな過ち、失敗を犯すようになって感謝します。大変な目、苦しみに遭って感謝します。本当にぐちゃぐちゃな、めちゃくちゃな旦那、奥さんに会って感謝します」。なぜかというと、それをとおして人生、そんなに勘違いするほど美しいものではないと気づきました。勘違いするところだったのに、それが神の恵みで全部破れ去ったので本当の真実を見ることができました。すべての人は罪を犯したので、義人はいない。一人もいない。神の恵みの他にはありません。神の憐みの他にはありません。神の助けの他には、その道、イエス・キリストを本当に心から必要とする知恵ある賢い者になったことを感謝します。そのように整理しないといけません。何一つ否定的なものとして心に残していてはいけません。そのようなことに引っかかるので、ついつい言葉では頭ではそういうつもりはないのですが心の底からクリスチャンとしての残りの人生のテーマがずっとそれに引っかかります。それがどうなのか。人がどう見ているのか。健康になるか病気になるか。成功するかしないか。ものすごく貧しかったので金持ちになるかどうかとかに引っかかります。前にも申し上げましたように整形するのは悪いことではありません。ただ、このような勘違いによってすると、整形するからと言って幸せになるわけではありません。包装紙にもう少しペンキを塗るだけです。包装紙をどう2重3重包装しても中身の納豆は腐っているままなのです。クリスチャンの私たちはこの部分に対してしっかりと理解し、余計な葛藤に捕らわれないようにしましょう。クリスチャンとして勘違いから早く抜け出して、あれもこれもカットし、それはなた方は知らなくてもよい、あなたがたは神の国の民。幸せの者ではないのか。聖霊が臨まれるとあります。なぜこうなのか。なぜあの人は。なぜうちの家庭は。なぜ私は…ではなく、オンリー聖霊が臨まれると、あなたは聖霊がともにおられるものではないか。そちらの方に一点張りにこだわりましょう。なかなか、それが勘違いでできません。何が本当に幸せでしょうか。イエスさまがいかに歯がゆい思いでしょう。対極構造を持ってたとえ話をしました。これでも金持ちが目標なのか。これでも金持ちが幸せだと言いたいのかとおっしゃっているのです。逆に今、この話の中で言うとラザロのような人間がイエスさまの周りにはいっぱいいます。彼らに向かって「あなたがたが最高に知恵あるもので、あなたがたこそ幸いなものです」とおっしゃっています。揺れないように。だまされないように。そして、縮まらないようにとおっしゃっています。先週も申し上げましたように、神様の恵みによってその過程の中ではラザロのようなことがあったでしょう。それをとおして神様はイエス・キリストの方に、天の御国に無理にでも入るようにされました。皆さんが最高に知恵ある方です。皆さんが幸せな者です。それを忘れないで、また見逃さないでうっかりしないで、しっかり握って、世の中の勘違いにだまされないで打ち勝って、クリスチャン本来が立つべきところにしっかりと立ちましょう。この意味を知らないで言うと誤解されるので、これを全部合わせて「どうでもいいですよ」です。だから、古いギャグでもメッセージのために必要であれば仕方がないです。神様は皆さんを必ず祝福されます。ただ、それが私たちの基準でも幸せでもそれに左右されるものでもありません。イエスを信じました。天の御国に無理にでも入ったものです。最高に皆さんは美しいものです。神様は皆さんを見て我慢できないほど喜んでいらっしゃいます。そのことを覚えて今週も勝利していただきたいと思います。ぜひすべてを感謝しながら、他の何かに捕らわれないでイエスの方に進んで行きましょう。常にイエスです。天の御国に無理にでも入って、今も天の御国の祝福を、無理にでもというのは他の何かにこだわらないで、何かに邪魔されないで一直線に、まっしぐらにそれに入る信仰の勝利者になることを祈りたいと思います。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































愛する天の父なる神様。ありがとうございます。パリサイ人があざ笑っていたことは勘違いのゆえでした。良いものを持っているから勘違いして、本物の幸せ、天の御国を逃してしまう残念で悲しい、不幸な存在であることを今日教えられました。神様、私たちはラザロのような不幸をとおして、天の御国に無理にでも私たちを導き入れられた神様に心から感謝いたします。これからも世にあるものによって左右されないで、本当に天の祝福、神からの祝福を心から喜んで味わい、そこから幸せを見つけ出し、味わい、分かち合うことができるイエスの証人として導いてください。私たちをイエス・キリストを信じるように導いてくださった神様に心から感謝します。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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